
標準的なバス情報フォーマット/GTFS
オンラインセミナー

日時

費用

令和2年 9月29日(火) 14:00〜16:00

無料

標準的なバス情報フォーマットとは？

バス事業者と経路検索等の情報利用者との

情報の受け渡しのための共通フォーマットです。

次の2種類で構成されています。

1.GTFS-JP…路線/時刻表/運賃等の静的情報

2.GTFSリアルタイム… バスロケ/混雑/運行状況

等の動的情報

次第 講演者 内容

挨拶 国土交通省 モビリティサービス推進課 土田宏道 企画官

基調講演 東京大学 伊藤昌毅 特任講師 フォーマットの概要、活用方法・効果、MaaSへの発展

事例紹介1 Sujiya Systems/宇野自動車 高野孝一氏
無償で使えるダイヤシステム「その筋屋」、
サイネージ、混雑情報付きバスロケ等の最新開発状況

事例紹介2 永井運輸 水野羊平氏
小規模事業者による自家製データ整備、
運行情報配信、バスロケ/サイネージ実験

事例紹介3 みちのりホールディングス 浅井康太氏 大手事業者グループにおけるデータ整備、MaaSへの発展

システム紹介 NECネクサソリューションズ (調整中) ダイヤ編成システム・バスロケシステムからのデータ出力

導入の手引き トラフィックブレイン 太田恒平氏 事業者の状況別のデータ整備方法、留意点・FAQ

主催：国土交通省（担当：総合政策局モビリティサービス推進課）

事務局：(株)トラフィックブレイン お問い合わせ： gtfs-seminar@t-brain.jp

【推奨】左記QRコードまたは【http://bit.ly/gtfsjp2020】のフォームからお申し込みください。

【上記にアクセスできない場合】Eメールに必要事項を記入し、下記お問い合わせ先へご送付ください。
必要事項：①氏名 ②所属 ③部署名・役職 ④連絡先メールアドレス（複数名同時に申込可能です）

メールおよび申し込みサイトからYouTubeのURLをご連絡します。

国土交通省主催

主な対象
バス事業者の幹部およびダイヤ・システム担当者

経営と現場の共通理解を目的としています。

都道府県・市区町村の交通政策担当者
交通情報システム関係者 など

●お申し込み方法● 【9月29日(火) 13時締切】

勉強会の趣旨

標準的なバス情報フォーマットは、平成29年3月に国土

交通省にて制定され、全国で276事業者がオープンデー

タとして公開しています。

本セミナーでは、さらなる普及・活用に向けて、第一人

者からの最新状況紹介を通じて、データを整備する意義

や方法について、事業者のシステム導入状況に合わせて

具体的に学びます。

意義
✓ 経路検索やGoogleに既に載っているがやる意味は？
✓ 導入の効果は？ 社内をどう説得すればよい？

方法
✓ システム未導入だがどうすればよい？ 費用は？
✓ 既存のダイヤ/バスロケシステムをどう改修？
✓ コロナ対策の混雑情報も配信できるの？

発展
✓ MaaSにどう発展する？
✓ オープンデータ提供による発展の可能性は？

こんな疑問にお答えします！
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資料は後日公開します

http://bit.ly/gtfsjp2020


全国に広がるバスオープンデータ

参考資料）国土交通省 標準的なバス情報フォーマットのページ

http://bit.ly/gtfs-jp

以下の情報について掲載しています。
・データ整備の意義と効果
・データの整備方法と提供方法
・技術資料（仕様書、ガイドライン）

本勉強会の事前情報としてご覧ください。

http://bit.ly/gtfs-jp

